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戦略的ブランディング × 補助金活用 統合支援サービス
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本日のアジェンダ

本日のご説明内容

多くの経営者が直面している「見えない危機」

なぜ、善意の「補助金」が経営を悪化させるのか？

私たちが提案する、唯一の解決策「FSP」

FSP が提供する具体的なプロセスと価値

次のステップについて
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【問題提起①】あなたの会社を取り巻く「パーフェクト・ストーム」

これらは、もはや個別の経営努力だけでは乗り越えられない「構造的な危機」です。

今、多くの中小企業が「パーフェクト・ストーム」の渦中にいます

人手不足

物価高

賃金上昇圧力

採用難・なり手不足に悩んでいる 

コスト削減努力も限界に達している 

利益なき「防衛的賃上げ」を迫られている 
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【問題提起②】希望に見える「補助金」という名の罠

その状況下、一筋の光明に見える「補助金」ですが…

補助金採択企業の倒産理由、その

「販売不振」
％が73.6

これは、補助金で設備投資をしたものの、計画通りに売上が伸びず、

増加した固定費や人件費を賄えなくなったことを意味します。 

私たちはこの現象を「補助金パラドックス」と呼んでいます。 

※

※東京商工リサーチ「事業再構築補助金」採択企業倒産動向調査より
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【根本原因】なぜ、補助金パラドックスは起きるのか？

経営者の悩み

問題の根源は、経営者の「戦略的孤独」にあります

事業の将来について、本音で相談できる相手がいない（相談相手の不在率 3 分の 1）

信頼と専門性のミスマッチ

信頼して相談する税理士や金融機関は、

必ずしも「稼ぐ力（＝ブランド戦略）」の専門家ではありません。 

一方、ブランド戦略の専門家は、日々の「信頼の輪」の外にいます。 

結論 : この断絶が、戦略なき投資と「販売不振」を生む温床となっています。
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【解決策】FLAG-SHIFT-PROJECT のご提案

その構造的課題を解決する、唯一のパートナーシップ

私たちは、企業の魂を定義する「戦略」と、その実現を可能にする「資金」を、ワンストップで支援します。 

「戦略的孤独」を解消し 、貴社が「守りの経営」の悪循環から脱却するための、羅針盤であり、エンジンです。 
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【FSP の強み】専門家チームによる両輪サポート

この両輪が揃うことで初めて、「補助金パラドックス」を回避できます。 

なぜ FSP が唯一の解決策と言えるのか

「5 つの糸」フレームワークで、貴社の「稼ぐ力」の

源泉となるブランド戦略を構築します。 

緻密な「段取り」で補助金採択を確実にし、

戦略実現のための資金を確保します。 
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【FSP のプロセス】FSP が「計画倒れ」を構造的に防ぐ 3 つの仕組み

仕組み①

 FSP が「計画倒れ」を構造的に防ぐ 3 つの仕組み

本当の「計画倒れ」とは、補助金採択後に事業が「販売不振」に陥ることです。  

FSP は、その根本原因を断つための 3 つの仕組みをご提供します。

投資や計画の前に、まず DIANT の「Tsumugi」を用いて貴社の存在価値（価値の旗）を定義します。
これにより、全ての意思決定の土台となる、ブレない「経営の軸」が確立されます。 

経営の「羅針盤」を最初に創る

仕組み②

確立した「羅針盤」がフィルターとなり、導入する設備や行う事業が「本当に自社の価値向上に繋がるか」
を判断します。これにより、場当たり的な投資を防ぎ、全ての資金が戦略的な目的のために使われます。

投資の「的」を絞り込む

仕組み③

計画書を渡して終わりにはしません。採択後のブランド戦略策定から、ウェブサイト制作などの実行フェーズまで、
私たちが長期的なパートナーとして「伴走」します。 これにより、計画が絵に描いた餅で終わることを防ぎます。

計画の「実行」まで責任を持つ
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【最大の提供価値】投資の「質」を変える、FSP の投資リフレーミング

投資の「質」そのものを変える、FSP の投資リフレーミング 

同じ補助金活用でも、その一歩手前に「羅針盤」があるかないかで、未来は大きく変わります。

よくある失敗ケース

  「販売不振」に陥り、固定費だけが増加するリスク。 持続的な成長の基盤となる。 

FSP が導く成功ケース

思考の出発点

投資の性質

懸念される未来

補助金の役割

「この設備が欲しいから、補助金を申請しよう」

補助金の役割 : 単なる『割引券』 未来を創るための『戦略的燃料』

設備は導入できたが、

どう売上につなげるか不明確。結果、

導入した設備がブランド価値向上と販路開拓に直結。

投資対効果（ROI）が最大化され、

戦略なき、場当たり的な「消費」 ブランド戦略に沿った、目的のある「戦略的投資」

 「自社の価値を高めるために、この『旗』を掲げよう。

その実現のために、この設備投資が必要だ」

そして FSP は、この質の高い「戦略的投資」を、補助金活用によって実質負担を抑えて実現します。
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次のステップ

まずはお気軽にご相談ください

秘密厳守ですので、安心してご相談ください。

無料個別戦略診断のご案内 

貴社の現状課題の整理

活用可能性のある補助金のご提案

FSP サービスの詳細なご説明
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ご一読ありがとうございました

〒306-0041 茨城県古河市鴻巣1121 白楽ビル2F
TEL 0280-33-3634 MAIL info@diant.co. jp


